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絹
本

け
ん
ぽ
ん

著
ち
ゃ
く

色
し
ょ
く

四
社

し

し

ゃ

明
神
像

み
ょ
う
じ
ん
ぞ
う 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定 

 

今
高
野
山
の
鎮
守
社
で
あ
る
高
野
明
神
・
丹
生
明
神
の
神
像
で
、
高
野
・

丹
生

に

う

の
神
を
上
段
に
併
置
し
、
そ
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
子
の
神
像
を
描
い
て

い
ま
す
。
寸
法
は
、
縦
72
㎝
、
横
36.8
㎝
で
南
北
朝
時
代
の
優
品
で
す
。
表

具
裏
墨
書
か
ら
、
本
画
像
は
正
徳
３
年
（
一
七
一
三
）
及
び
文
政
７
年
（
一

八
二
四
）
に
修
補
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
裏
書
に
は
、

時
の
代
官
・
住
侶
な 

ど
の
名
が
記
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

軸
の
上
部
裏
に
は
、 

「
備
後
国
今
高
野
山 

龍
華
密
寺
御
影
堂
什 

物
」
の
墨
書
が
あ
り 

ま
す
。 
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康
徳
寺
廃
寺
礎
石 

昭
和
63
年
２
月
９
日
指
定 

 
 
 
 

寺
町
字
箕
口
に
は
、
広
島
県
史
跡
の
康
徳
寺
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古

墳
の
東
側
一
帯
に
蓮
華
文
軒
丸
瓦
な
ど
の
古
瓦
が
出
土
、
法
起
寺
式
伽
藍
配

置
を
も
っ
た
康
徳
寺
廃
寺
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
平
成
３
年
度
～
平
成
６
年

度
に
わ
た
り
広
島
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
・
広
島
県
教
育
委
員
会
文
化

課
の
指
導
の
下
、
世
羅
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ
り
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
円
形
造
り
出
し
の
あ
る
礎
石
が
６
基
発
見
さ
れ

て
お
り
、
白
鳳
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
礎
石
の
寸
法
は
お
お

よ
そ
60
㎝×

60
㎝×

25
㎝
位
の
も 

の
で
、
の
材
質
は
花
崗
岩
製
で
す
。 

廃
寺
は
備
後
の
北
部
と
南
部
を 

結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
建
立
さ
れ
、 

白
鳳
時
代
末
期
か
ら
奈
良
時
代
に 

か
け
て
存
続
し
た
も
の
と
考
え
ら 

れ
ま
す
。
平
安
時
代
末
期
の
大
田 

庄
立
券
（
立
券
荘
号
）
の
は
る
か 

以
前
か
ら
世
羅
の
地
は
開
発
さ
れ 

て
お
り
、
こ
の
礎
石
は
当
地
に
お 

け
る
石
造
文
化
財
の
創
始
を
物
語 

る
も
の
で
す
。 

 


